
緒 言

一般のトマト栽培において，脇芽は発生後早期に摘除

されるが，脇芽を摘除せずに放置した場合，第１花房下

第２節の脇芽は旺盛な成長を示すことが知られている（斎

藤，１９７３）．ナス科植物であるトマトは，主茎の先端に頂

花芽（通称，第１花房）が形成され，有限成長性を有す

る（斎藤，１９８２；田淵，２００７）が，通常の栽培において

は，第１花房直下節の脇芽だけを残し仮軸を成長させ

て，１本仕立てとする．

トマトの着花習性と花芽分化に関連して，発芽後成長

して本葉を７～９枚（節）程度着生し，第１花房を分化し

た後に，主茎の伸長が一時的に低下し，第１花房下第２

節の脇芽が発生し，伸長すると述べている（斎藤，１９７３）

が，これまでにこの現象について調査した報告はみられ

ない．

また，植物の成長における茎の伸長は，光質（Moe and

Heins,１９９０；Oyaert et al.,１９９８），光強度（Einert and

Box,１９６７），相対湿度（Pieter and Bob,１９９２）およびDIF

（Differenceの略で，昼温と夜温の差）（Erwin et al.,１９８９）

などの種々の要因により制御されるが，いずれの場合も

茎の伸長は夜間の方が昼間と比較して大きいとされてい

る．なお，トマトの花芽分化前の栄養成長段階において

も同様に，茎の伸長は夜間が昼間に比べて大きいという

報告がこれまでにみられる（Bertram and Karlsen,１９９４；

Coutand et al.,２０００；古谷野ら，２００５；鈴木ら，２０１１）．

そこで，今回の実験ではトマトにおける花芽分化ステー

ジを対象として，第１花房下第２節の脇芽発生が主茎伸

長に及ぼす影響を調査した．

材料および方法

供試材料は，非心止まり型品種の‘ミニキャロル’（サ

カタのタネ（株））および心止まり型品種の‘すずこま’

（丸種（株））とした．播種は２０１１年９月５日に鹿沼土を

満たした育苗箱（３４．５cm×２７．０cm×７．５cm）に行い，９月

１７日に本葉が１～２枚展開した苗を，砂壤土：バーク堆肥＝

１：１の床土を満たした４号黒色プラスチックポットに移

植した．ここまでの栽培は島根大学生物資源科学部実験

圃場のハウス内で行った．

定植は１０月１３日に本葉が４～５枚展開した苗を育苗と

同様な用土を満たした１／５０００aワグネルポットに実施し，

化成肥料を１ポット当たりN：P２O５：K２O＝１．９：１．１：１．２

Kg／aずつ施与した．定植後の栽培は２３℃／１８℃（９～１８時／

１８～９時）に温度設定をした同大学内に設置された自然光

型コイトトロン内で行った．その際，条間４０cm，株間３０

cmとし，各品種１５株を供試した．

定植後，第１花房下第２節の脇芽の発生とその長さ（側

枝長）ならびに地際から頂花芽（第１花房）までの茎長

を１０月１７日より毎日６時と１８時に測定した．本実験に

おいて側枝は全て放任栽培とした．なお，本論文におい
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ては小田ら（２００８）の報告に準じて，脇芽が分化・成長

したものを側枝と称する．

結 果

第１花房下第２節の脇芽発生を１２時間ごとに調査した

結果，‘ミニキャロル’では，６時に７株の脇芽が発生

し，１８時に８株が発生した．一方，‘すずこま’では，６時

に８株が発生し，１８時に７株が発生した．従って，いず

れの品種においても脇芽発生時間に昼夜間の偏りはみら

れなかった．

地際から頂花芽までの茎長を調査した結果，発生した

時刻（０時間）において，‘ミニキャロル’では６時に発

生した株で１９．７cm，１８時に発生した株で２０．３cmであっ

た（第１図）．また，‘すずこま’では６時に発生した株

で１３．７cm，１８時に発生した株で１３．４cmであった．両品

種ともに脇芽の発生時時刻と茎長の関係については，明

瞭な差異はみられなかった．なお，‘ミニキャロル’では，

脇芽発生４８時間前の茎長は約１７cmであったが徐々に伸

長し，脇芽発生３６時間後には約２２．５cmに伸長した．一

方，‘すずこま’では脇芽発生４８時間前の茎長は約１１cm

であったが，脇芽発生３６時間後には約１５cmに伸長した．

本実験における‘ミニキャロル’と‘すずこま’の茎

の伸長量は非心止まり型品種の前者が約５．５cm，心止ま

り型品種の後者が約３．５cmとなり，心止まり型品種にお

ける茎の伸長量が少なかったが，調査期間中の伸長率（脇

芽発生４８時間前から脇芽発生３６時間後までの茎伸長量／

脇芽発生３６時間後の茎長）は両品種とも２３～２４％と，明

瞭な差異はみられず同程度であった．

以上の結果から，１２時間ごとの茎の伸長量を算出した

ところ，‘ミニキャロル’では夜間には１．０～１．５cmであっ

たが，昼間には０．６～０．９cmであり，昼間に比べて夜間に

おける茎の伸長量が大きかった（第２図）．しかし，脇芽

発生前の１２時間には，６時に脇芽が発生した株では夜間

の伸長量が０．７cmで，発生前４８時間，２４時間および発

生後２４時間（いずれも夜間）と比較して有意に茎の伸長

が抑制された．また，１８時に脇芽が発生した株でも昼間

の伸長量が０．５cmと，脇芽が発生する前後と比較して伸

長量が低下し，特に発生後２４時間（昼間）と比較して茎

の伸長が有意に低下した．

一方，‘すずこま’では夜間には０．５～０．９cmであった

が，昼間には０．４～０．７cmであり，‘ミニキャロル’と同

様，昼間に比べて夜間における茎の伸長量が大きかった．

しかし，脇芽発生前の１２時間には，６時に脇芽が発生し

た株では夜間の伸長量が０．５cmで，その前が夜間にもか

かわらず，発生前２４時間と比較して有意に茎の伸長が抑

制された．また，１８時に脇芽が発生した株では昼間の伸

長量が０．３cmと，茎の伸長が抑制される傾向にあった．

このような茎の伸長量の変動は‘ミニキャロル’と同様

な傾向を示した．

同時に測定した第１花房下第２節の側枝長は，両品種

ともに徐々に伸長し，‘ミニキャロル’では脇芽発生３６

時間後に約４．５mm，‘すずこま’では約３．７mmと，‘ミ

ニキャロル’の方が‘すずこま’に比べて側枝の伸長が

大きかった（第３図）．しかし，脇芽発生時刻との関係は

みられず同程度であった．

考 察

本実験の結果より，第１花房下第２節の脇芽発生と昼

夜間における茎の伸長量との関係でみた場合，両品種と

も脇芽発生１２時間前には茎の伸長が低下したことが認め

られたことから，齋藤（１９７３）の説を支持するものであ

第１図 トマトにおける花房下第２節の脇芽発生と頂花房までの

高さの関係．A：‘ミニキャロル’，B：‘すずこま’．エ

ラーバーは標準誤差を示す．
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るといえる．主茎の先端に頂花芽を着生するトマトにお

いては，非心止まり型品種と心止まり型品種に関わらず，

成長するにつれて主茎先端の頂芽が分化・発達して頂花

芽が着生した際に一時的に主茎の伸長が低下したことは，

頂芽優勢が打破されて脇芽が発生したこと，すなわちト

マト主茎が有限成長であることを示していると考えられ

る．この点については，加藤（１９８８）が頂花芽形成は頂

芽優勢の打破と同様な意味を有すると述べていることと

も一致するといえる．

トマトの茎は明期と比べた場合，暗期においてより伸

長するという報告（Bertram and Karlsen,１９９４；Coutand

et al.,２０００；古谷野ら，２００５）がみられるが，本実験にお

いても既報と同様な結果が得られた．鈴木ら（２０１１）に

よれば，夜間における茎の伸長は細胞の長さの増加によ

りもたらされた結果であるとされているが，茎すなわち

その細胞の伸長にはオーキシンやジベレリンなどの植物

成長調整物質が関与しており（澤，２０１０；山口，２０１０），

昼夜間においてそれらの物質の濃度に差異が生じている

可能性が考えられる．

なお，今回実験に供試した非心止まり型品種の‘ミニ

キャロル’では，心止まり型品種の‘すずこま’より茎

長が長く，１２時間ごとの茎の伸長量は‘ミニキャロル’

が‘すずこま’に比べて約４０％大きくなった．この結果

６時発生 １８時発生

第２図 トマトにおける花房下第２節の脇芽発生と茎伸長量の関係．A：‘ミニキャロル’，B：‘すずこま’．＊，＊＊は脇

芽発生時と比較して５，１％水準で有意差あり（t検定）．エラーバーは標準誤差を示す．

第３図 トマトにおける花房下第２節の脇芽発生と側枝長の関係．

A：‘ミニキャロル’，B：‘すずこま’．エラーバーは標

準誤差を示す．

太田：トマトの脇芽発生と昼夜間の茎伸長との関係 ４３



は，実験に供試したトマトの品種特性であるといえるが，

両品種間で頂花芽におけるオーキシンの産生量や頂芽優

勢の程度に差異があることを示唆するものであると考え

られる．

本実験において，非心止まり型品種と心止まり型品種

における第１花房下第２節の脇芽発生と主茎伸長との関

係を調査した結果，花芽分化と脇芽発生との関連性が明

らかになった．今後は，トマトの非心止まり型品種およ

び心止まり型品種をそれぞれ数品種供試して，各節にお

ける脇芽の発生・伸長ならびに主茎の伸長などについて

詳細な調査を行うことにより，形態形成の様相を把握し，

トマトの分枝形成や伸長制御のための基礎的知見を得て

いく必要があると思われる．
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摘 要

トマトの非心止まり型品種‘ミニキャロル’および心

止まり型品種‘すずこま’を供試して，第１花房下第２

節からの脇芽発生と１２時間ごとの主茎伸長との関係を調

査した．両品種とも脇芽発生前１２時間における茎の伸長

量が低下した．また，茎伸長は両品種とも夜間の方が昼

間より大きかった．
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